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	このフォーラムは、日本の科学技術の発展につながる研究者の方々の 出会いの場や交流の場、新たな発見の場として、 様々な分野でご活躍の10名の先生方にお話しいただきます。 ライフサイエンスの世界で様々な道を辿っている皆様の集まる場所 ＝”ライフサイエンスの交差点”  となり、 分野や世代に関わらず、研究者の方から学生の方まで、多くの方々の 新たな発見のきっかけとなることを願っております。
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